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雇
用
数

実績 ー

今後の予定 3名（うち、地元雇用者2名）

拠点立地件数（立地場所） 1件（相馬市内に2021年4月より開所）

地
元
企
業
と
の
連
携

R&D・開発 センサー系ロガーの製作発注（いわき）
実験場所のレンタル（いわき）

資材調達 地元企業より部品調達１社（いわき）

製造 センサー系ロガーの拡張を相談中（いわき）
今後遠隔操作可能なアビオニクスを製造することを見据える

販路開拓 地元開発会社（いわき）への、さらなる開発の
委託と、人材派遣や紹介を受けれるよう協議中

高高度プラスチック気球の実用化開発

航空宇宙
分野

03

新型のプラスチック気球を開発し、
宇宙産業を活性化することを目的とする

株式会社岩谷技研

これまでの高高度気球は素材的に積載重量に限界があったため、新素材の強靭な高高度気球を実用化開発し
ます。これにより高高度における幅広いミッションを実現できるように、宇宙実験等を実施し航空宇宙産業を
活性化します。

代表取締役
岩谷 圭介

実施期間
2021-2023

実用化開発場所
相馬市、北海道

連携自治体
ー

投資規模 5~9億円 開発人数 30~49名
販売時期 令和7年度（2025年度）

販売形態 メディア注目度が高いため、今後もメディア露出を継続し、会社のネームバリュー向上を行う
ことで、顧客を弊社ウェブサイトや電話等の問合せ窓口に誘導することで、販売を行います

販売見込先 2社（宇宙開発系ベンチャー）
協業希望先 宇宙データサービス会社、宇宙開発系の製品製造会社、広告等の制作に携わる会社

株式会社岩谷技研 — 
福島県相馬市中村宇多川町38
☎ 011-205-0407（担当：岡崎悠香梨）

yukari@iwaya.biz

実
用
化
開
発
の
目
標

実用化時期 令和5年度（2023年度）

販売製品・
サービス名 高高度プラスチック気球

成果物
（最終年度）

35m 級新型プラスチック気球、大型気球打
ち上げ装置

創出される
経済効果

気球による宇宙実験の機会を拡大し、福島県浜
通り地区における宇宙産業の活性化に寄与します。

連
絡
先

開
発
の
ポ
イ
ン
ト

要素技術 宇宙環境に非常に近いNearSpaceにまで至
る物資、実験機材等の運搬技術

開発の
ポイント

従来の高高度気球では困難であった、20㎏を
超える重量物を高度15~30㎞まで運搬するこ
とが可能になり、宇宙実験の幅を広げ、各種
宇宙開発をサポートすることが可能となります。

こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
成
果

成果品・試作品 15メートル気球プロトタイプ作成

知的財産権 ー

開発技術
・気球の製造手法
・気球内のガス排気機構
・ 気球制御基板等の装着手法（特許取得済み）

自治体との
連携実績 相馬市（実験用地の賃借）

代表的な企業
との連携実績 北海道大学（共同研究）

メディア露出や
受賞歴

・11月17日　日本経済新聞（北海道版）
・11月17日　北海道新聞　経済面
・11月18日　SPACEMedia　Web

■株式会社岩谷技研　開発スキーム図

・実験データ編集
・実験記録

全体統括：岩谷圭介
他2名

・実験用産業ガス供給

験実素要・弥和敷棧：ーダーリ
他3名

・安全管理
・気嚢ロードテープ評価

器機測観象気・章臺中：ーダーリ
置装跡追球気・名2他

・気球開放弁製造
・遠隔制御装置

ンイザデIU器機御制・悟伸武安：ーダーリ
他1名

植松電機

制御

デザイン会社

気嚢開発

気球製作会社

飛行管理物作成会社

気象観測器会社

気球開発チーム

株式会社岩谷技研

飛行管理

映像・撮影会社

ガス供給会社

開
発
背
景

日本国内では「宇宙＝ロケット」の色合いが未だとても強いようですが、
世界的には宇宙利用・近宇宙利用に関して、ニュースペースの主要なプレ
イヤーとして高高度気球は活用され、認知されています。気球は極めて経
済的かつ合理的に宇宙ミッションをこなすことができる手法です。現在世
界的に注目されるに至り、今後利用が活性化する宇宙ミッションの手法です。

浜通り復興に向けたメッセージ
本事業を発展させ、福島県浜通り地区を国内における一
大宇宙拠点として成長させられるよう邁進いたします。
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